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目的： 

妊娠中の母親のアルコール摂取と子供の発達遅延リスクにおける ADH1B および ALDH2 遺伝子多型の関与を明らかにすること

を目的とした。 

方法： 

妊娠中の母親の飲酒状況を、①飲酒経験なし、②妊娠判明で飲酒をやめた、③現在飲酒している、の 3 群に分類した。子どもの

発達の遅れは、J-ASQ-3 を用いて 3 歳時のカットオフ値で評価した。母親の ADH1B（rs1229984）および ALDH2（rs671）遺伝子

多型を考慮して、妊娠中の母親の飲酒状況と子供の発達遅延との関係についてロジスティック回帰分析を行った。 

結果： 

妊娠中に飲酒を続けた母親から生まれた子どもは、飲酒をしなかった母親から生まれた子どもと比較して、3 歳時のコミュニケー

ション能力の遅れのリスクが高かった。ALDH2 遺伝子多型別に解析した結果、ALDH2（*1/*2）のヘテロ接合遺伝子型を持つ母

親による飲酒は、J-ASQ-3 の 5 領域すべてにおいて発達遅れのリスクを増加させた。ADH1B 遺伝子多型の影響は明確には解

明できなかった。

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は、妊娠中の母親のアルコール摂取と 3 歳時の発達遅滞のリスク増加との関連に母親の ALDH2*1/*2 遺伝子型が及ぼ

す影響を示した初めての研究である。ALDH2*1/*2 を持つ母親の胎児は、妊娠中の母親のアルコール摂取後にアセトアルデヒド

曝露時間が長くなる。アセトアルデヒドへの曝露はラット胚のアポトーシスを誘発し、胎児の発育に影響を及ぼすことが報告されて

いる。しかし、胎児期のアセトアルデヒド曝露が小児期の神経発達遅滞にどの程度寄与しているかは十分に解明されておらず、

分子メカニズムの解明が必要である。また妊娠中にアルコールを摂取した母親の数が少なかったため、OR の 95％CI は広く、推

定値の精度は高くないことが本研究の限界点である。 

結論： 

アルコール代謝活性の高い遺伝子型をもつ場合でも、妊娠中の母親の飲酒は、子供のコミュニケーション遅延のリスク上昇に関

連していた。さらに、ALDH2*1/*2 遺伝子型を持つ人の妊娠中の飲酒は、3 歳時の J-ASQ-3 のすべての領域において発達遅滞

のリスクを増加させることがわかった。


